
 

 

 

 

 

 

 「ありがとうの実のなる木」の実践が根付き、少しずつ当た

り前の取組としてできるようになってきた持田っ子です。 

取り組み始めた最初の年は、人権教育強化月間の１１月だけの取組でした。それを２学期の始めから取り組むように

なり、今年は「ありがとう」だけでなく「オアシスの実のなる木」として取り組みました。 

オアシスは、この学校だよりのタイトルでもありますが、持田小学校

が長年、人権教育の根本「合言葉」として大切にしてきたものです。 

今年の人権集会では、各学年の「オアシスの実のなる木」の取組

発表を中心に行いました。オアシスの実のなる木の取組は、「おはよ

う」と気持ちのよいあいさつをしてくれた人、「ありがとう」と言ってく

れた人や自分が言いたくなるようなことをしてくれた人、「しんせつ」

な行いをしていた人、思わず「すてきだね」と言ってしまいたくなるよ

うな取組をしていた人などを見つけたら、メッセージカードを書きます。

そのカードとシールを一緒にして「行動をしてくれた本人」に渡し、シ

ールを学年の木に貼っていくという流れで行います。少しずつ学年の

木にシール（オアシスの実）が増えていくとよい行いをしたことが目

で見て分かるようになっていきます。今年は、どの学年も木の枝や葉っぱが見えなくなるほどオアシスの実でいっぱいに

なり、こども達もとても満足そうな表情を見せてくれました。 
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人権標語の発表 

「オアシスの実のなる木」の取組発表 

全校遊び 



                                                 会を 3年生以上の学年で行いました。 

毎年取り組んでいるので、４年生以上は昨年も経験しているはずです。特に、６年生は４年目となるのですが、現代っ

子にとって大きな条幅用紙に大筆で文字を書くということはなかなかに難しい作業のようです。 

 道具を広げ、スペースを確保して「いざ！！」心静かに気持ちを集中させて・・・体育館でみんなと一斉にする経験も思

い出に残ります。出来上がった作品は協力して並べることも大切な共同作業となります。多くの人が、満足のいく出来に

なったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２６日は人権をテーマにした授業公開日でした。それに合わせて、PTA 研修部のみなさんを中心に人権研修会

が開催されました。当日は、島根県スクールカウンセラーの五明田典子氏を講師にお招きし、「子どもの思いを大切にし

た子どもへのかかわり ～忙しい日常の中でできること～」と題して講義・演習を行いました。何気ない日常の会話でも、

きちんと目を見て、うなずきながら、心を込めて聴くことがどれだけ大切なことなのか改めて気づくことができました。参

加された方々の感想も「子供との会話に生かしていきたい」「つい心ここにあらずで、適当に聞き流してしまっていること

もあった」などたくさんの気づきとこれからはこうしようという意欲と元気をもらうことができた研修会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年も持田小学校を陰に日向に支えていただきありがとうございました。おかげ様で、持田小学校のこども達は

すくすくと成長しています。「持田の子は道路で車にお辞儀をしてくれるねぇ」とか「人懐っこくてかわいい子たちですね」

「落ち着いて勉強してる」などと地域の方々や中学校の先生から言われることがあり、とても嬉しく、誇らしくもあります。 

来年もさらに成長していくように教職員一同、力を合わせ、努力してまいります。今年一年間、まだまだ不十分な点も

あったかと思いますが、今後も精一杯、誠実に子どもたちと向き合い、子どもたちの笑顔があふれ、楽しくて、幸せを感じ

られる学校環境づくりに努めてまいりますので、来年もご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

みなさまのご健康とご多幸をお祈りいたします。良い年をお迎えください。 

令和８年１月の主な行事   

８日（木） 始業式 ９日（金） 給食開始 １１日（日）とんどさん、かるたとり大会 

地域のボランティアの方にもお世話になり、書初めの練習 


